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　このころ、富山県には公立幼
よう

稚
ち

園
えん

が１園あるだけで、幼稚園に通う子
どもがほとんどいませんでした。マー
ガレットは「 幼

おさな

いうちの教育が大切」
と考え、青

あお

葉
ば

幼稚園を開園しました。
子どもたちに清

せい

潔
けつ

で栄
えい

養
よう

のあるもの
を食べさせたいと、 料

りょう

理
り

教室を開く
こともありました。
　「富山でずっと過

す

ごしたい」と考え

　養
よう

成
せい

期間を終えて、ヨリは日本赤
十字社の看

かん

護
ご

婦
ふ

に採
さい

用
よう

されました。
その年の２月、日

にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

が始まると、
ヨリは金沢 城

じょう

址
し

内
ない

にあった陸
りく

軍
ぐん

予
よ

備
び

病院へ配
はい

属
ぞく

されました。ヨリはここ
で１年３か月にわたって、日本兵

へい

や
捕
ほ

虜
りょ

を看護しました。
　日露戦争が終わり、ヨリは日本赤
十字社富山支

し

部
ぶ

病院の看護婦となっ

　才二は父の反対を押
お

し切って18歳
さい

のときに上京し、貧
まず

しい生活をしな
がら 小

しょう

説
せつ

を書き始めました。あこが
れていた尾

お

崎
ざき

紅
こう

葉
よう

の弟子になること
ができ、「三

み

島
しま

霜
そう

川
せん

」のペンネームで
書いた『埋

うも

れ井
い

戸
ど

』が文
ぶん

芸
げい

雑
ざっ

誌
し

「新
小説」に掲

けい

載
さい

され、作家としてデ
ビューしたのは1898（明治31）年、
22歳のときのことでした。

幼
お さ な

い子どもたちに教
き ょ う

育
い く

を
亜
あ む す

武巣 マーガレット
傷

き ず

ついた人を助けたい
大
お お

野
の

 ヨリ

立
り っ

派
ぱ

な小
し ょ う

説
せ つ

を書きたい
三

み

島
し ま

 霜
そ う

川
せ ん

1877（明治10）年４月16日―1960（昭和 35）年１月18日 1884（明治17）年４月１日―1957（昭和 32）年８月２日

1876（明治９）年７月30 日―1934（昭和９）年３月７日

　亜
あ

武
む

巣
す

マーガレットの元の名前は
マーガレット・エリザベス・アーム
ストロングといいます。カナダで建

けん

　上
かみ

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

江
え

上
がみ

村
むら

（現
げん

上
かみ

市
いち

町
まち

）に生
まれました。ヨリが10歳

さい

のとき日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

が始まりました。戦
せん

場
じょう

で傷
きず

つい

　砺
と

波
なみ

郡
ぐん

下
しも

麻
あそ

生
う

村
むら

（現
げん

高
たか

岡
おか

市
し

）で医
者の長男に生まれました。本名を才

さい

二
じ

といい、 幼
おさな

いころから本を読むの

宣
せ ん

教
きょう

師
し

として富山へ 私
わたし

も看
か ん

護
ご

婦
ふ

になりたい

小
しょう

説
せ つ

家
か

を夢
ゆ め

見る少年

幼
よ う

児
じ

教育を広める 優
す ぐ

れた看
か ん

護
ご

婦
ふ

として評
ひょう

価
か

多くの分野で執
し っ

筆
ぴ つ

活動

築
ちく

技
ぎ

師
し

の五女として生まれました。
26歳

さい

のときにキリスト教の宣
せん

教
きょう

師
し

と
して日本にやってきました。東京で
日本語を学び、33歳のときに富山へ
移
うつ

り住みました。

た兵
へい

士
し

を看
かん

護
ご

する「白
はく

衣
い

の天使」に
多くの若

わか

い女
じょ

性
せい

があこがれ、ヨリも
従
じゅう

軍
ぐん

看
かん

護
ご

婦
ふ

を目指して1902（明
めい

治
じ

35）年、日本赤十字社富山支
し

部
ぶ

病院
の看護婦養

よう

成
せい

所
じょ

に入りました。

が好きで、家の土
ど

蔵
ぞう

に入って本を読
んだり、物思いにふけったりしてい
ました。父親は家業の医者を継

つ

がせ
たいと考えていましたが、才二は小説
家になるという夢

ゆめ

をもっていました。

たマーガレットは1941（昭和16）年、
日本国

こく

籍
せき

を取り、名前も「亜
あ

武
む

巣
す

」に
変えました。まもなく太平洋戦

せん

争
そう

が始
まり、苦しい生活を送りました。戦

せん

後
ご

には、連
れん

合
ごう

国
こく

軍
ぐん

総
そう

司
し

令
れい

部
ぶ

（GHQ）と
の間の通

つう

訳
やく

を務
つと

め、神
じん

通
づう

中学校（現
げん

県
立富山中部高校）の廃

はい

校
こう

を取り止める
よう連合国軍を説

せっ

得
とく

するなど富山の
ために活

かつ

躍
やく

しました。戦争で壊
こわ

された
園
えん

舎
しゃ

は1949（昭和24）年に再
さい

建
けん

され、
現
げん

在
ざい

も卒
そつ

園
えん

生
せい

が巣
す

立
だ

っています。

て故
こ

郷
きょう

に帰りました。ここでも患
かん

者
じゃ

を温かく看護し、それが認
みと

められて
1919（大正８）年に看護婦長に 昇

しょう

進
しん

しています。
　こうした功

こう

績
せき

が 評
ひょう

価
か

され、1925
（大正14）年、ヨリに看護婦の国内最

さい

高
こう

賞
しょう

であるナイチンゲール石
いし

黒
ぐろ

記
き

念
ねん

牌
はい

が贈
おく

られました。また、1933（昭
和８）年には赤十字国

こく

際
さい

委員会から、
看護婦として世界最高の栄

えい

誉
よ

である
ナイチンゲール記章が贈られました。

　さらに、1907（明治40）年には
霜川の代表作となる『解

かい

剖
ぼう

室
しつ

』を「中
央公

こう

論
ろん

」に発表し、作家としての 評
ひょう

価
か

が一段と高まりました。
　その後、霜川は演

えん

劇
げき

を 評
ひょう

論
ろん

する仕
事に力を入れるようになりました。特

とく

に歌
か

舞
ぶ

伎
き

に対する知
ち

識
しき

と鑑
かん

賞
しょう

する力
は人一倍優

すぐ

れたものがあり、『役者芸
げい

風
ふう

記』などは名
めい

著
ちょ

として現在でも読
まれています。また、子ども向けの
歴
れき

史
し

物語にも 情
じょう

熱
ねつ

を注ぎました。

・�異
い

国
こく

を理
り

解
かい

しようと努
ど

力
りょく

する
・�自分の考えを分かってもらう
ため、呼

よ

びかける
・�周

しゅう

囲
い

の人に親切に接
せっ

する

・�目
もく

標
ひょう

の職
しょく

業
ぎょう

に就
つ

くために勉強
する

・�どんな相手にも温かく接
せっ

する
・�人を助けるために自分ができ
ることを考える

・�子どものときに夢
ゆめ

見た職
しょく

業
ぎょう

を
目指す

・あこがれの先生に学ぶ
・多くの分野に興

きょう

味
み

をもつ

マーガレットは小鳥が大好きで、窓
まど

辺
べ

に野鳥を集めるのが得
とく

意
い

でした。 従
じゅう

軍
ぐん

看
かん

護
ご

婦
ふ

は日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

で約
やく

100 人が初
はじ

めて派
は

遣
けん

され、日
にち

露
ろ

戦争では 2000 人を超
こ

えました。
※「看

かん

護
ご

婦
ふ

」は、現在「看護師
し

」と呼
よ

ばれています。

霜
そう

川
せん

は俳
はい

句
く

にも本
ほん

格
かく

的
てき

に取り組みました。故
こ

郷
きょう

をしのんで作ったとみられる作品が多くあります。

　与
よ

右
え

衛門
もん

は宮崎県で考
こう

案
あん

された
「日

ひ

高
だか

式
しき

大
おお

敷
しき

網
あみ

」という大
おお

型
がた

定
てい

置
ち

網
あみ

を
氷
ひ

見
み

でも取り入れようと考え、1907
（明治40）年に大型定置網を設置し
ました。するとその年の暮

く

れには、
初
はじ

めて１万尾
び

以上の鰤
ぶり

がとれ、何十
隻
せき

もの船に積みこまなければならな
いほどの大

たい

漁
りょう

となりました。大敷網
はその後も氷見の 漁

りょう

師
し

によって改
かい

大
お お

型
が た

定
て い

置
ち

網
あ み

で漁
ぎ ょ

業
ぎょう

の発
は っ

展
て ん

に貢
こ う

献
け ん

堀
ほ り

埜
の

与
よ

右
え

衛門
も ん

・酒
さ か

井
い

光
み つ

雄
お

堀埜／1882（明治15）年２月20日―1969（昭和44）年７月６日
酒井／1941（昭和16）年９月14日―1998（平成10）年２月１日

　氷
ひ

見
み

では江
え

戸
ど

時代から「台
だい

網
あみ

」と
呼
よ

ばれる定
てい

置
ち

網
あみ

が発達しました。堀
ほり

埜
の

与
よ

右
え

衛門
もん

は明治時代に射
い

水
みず

郡
ぐん

加
か

納
のう

網
あ み

元
も と

を継
つ

ぐ

新しい技
ぎ

術
じゅつ

を導
ど う

入
にゅう

出
で

村
むら

（現
げん

氷見市）で定置網の綱元の二
男に生まれました。氷見市宇

う

波
なみ

村（現
氷見市宇波）の定置網の網元の長男
に生まれた酒

さか

井
い

光
みつ

雄
お

は、大学の水
すい

産
さん

学科でシステム工学を勉強しました。

良
りょう

され、普
ふ

及
きゅう

していきました。
　光

みつ

雄
お

は潮
しお

の流れや魚の動きなどを
調べ、システム工学＊を取り入れて定
置網に改良を加えました。人工衛

えい

星
せい

を利用した魚
ぎょ

群
ぐん

探
たん

知
ち

機
き

を使ったり、
コンピュータを用いて魚の値

ね

段
だん

の変
へん

動
どう

に合わせて 出
しゅっ

荷
か

量
りょう

を調整する技
ぎ

術
じゅつ

を取り入れたりしました。また、
海外からの研

けん

修
しゅう

生
せい

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に引き
受け、定置網漁を広めるために貢

こう

献
けん

しました。

・�古いものを生かす
・�新しい考え方で改

かい

善
ぜん

する
・�よいものは紹

しょう

介
かい

する

強い意志をもち 小
しょう

説
せつ

家
か

に

尾
お

崎
ざき

紅
こう

葉
よう

に小説を学ぶ

子ども向け歴
れき

史
し

物語も執
しっ

筆
ぴつ

富山県初
はつ

の私
し

立
りつ

幼
よう

稚
ち

園
えん

をつくった

日本国
こく

籍
せき

を取り富山で過
す

ごした

通
つう

訳
やく

として富山のために働
はたら

いた

氷
ひ

見
み

に大型定置網を導
どう

入
にゅう

定置網を改
かい

良
りょう

定置網を世界に普
ふ

及
きゅう

 ＊システム工学【しすてむこうがく】　いくつかの要
よう

素
そ

がしっかりとした役
やく

割
わり

を果
は

たすことで、物事の全体や機
き

械
かい

をうまく動かそうとする研究です。

日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

の 従
じゅう

軍
ぐん

看
かん

護
ご

婦
ふ

日本赤十字社富山支
し

部
ぶ

病院看護婦長

ナイチンゲール記章を受章

青
あお

葉
ば

幼
よう

稚
ち

園
えん

の卒
そつ

業
ぎょう

記
き

念
ねん

写真（左から２人目が園長の
マーガレット）（アームストロング青葉幼稚園提供）

1938（昭
しょう

和
わ

13）年当時の看
かん

護
ご

婦
ふ
（前列右端

はし
がヨリ）

（日本赤十字社富山県支部『支部百年史』より）

霜
そう

川
せん

の歴
れき

史
し

小説は、子どもたちに大人気でした。
（徳田秋聲記念館提供） 定

てい
置
ち

網
あみ

は沿
えん

岸
がん

近くの海の中に、魚の道
みち

筋
すじ

をつけ
るように網

あみ
を張

は
ります。


